
ユーザーは語る



はじめに

盲導犬歩行訓練士は言います。「私たちは、盲導犬をつくっていますが、
使ったことはありません」。盲導犬はユーザーと一緒にいるときが法律で
盲導犬と認められており、ユーザーと盲導犬をユニットと呼んでいます。
盲導犬の本当の姿はユーザーのお話の中にあります。
50周年記念誌の本誌はつくる側のお話、「ユニットを育てる」です。

そして、この別冊は「ユーザーは語る」です。
2017年に50周年を迎え、次の一歩を記す盲導犬ユーザーすべてに「盲

導犬」を語っていただくようお願いしました。そして、238人の方のお話
を掲載いたします。ユーザーのほぼ全員を網羅しているといっても過言
ではありません。紙面の都合で編集をさせていただきましたが、そこには、
それぞれの盲導犬との歩行があり、盲導犬との人生があり、238通りの
盲導犬の物語があります。
決して、選ばれたユーザーだけを掲載し、盲導犬賛美だけのものでは

ありません。「盲導犬と歩く」ことの日常の姿をユーザーが語っています。
盲導犬ユニットをつくる側の私たちも知らなかった姿がここにはありま

す。私たちへの最大のエールをいただき心より感謝申し上げます。
　
	 公益財団法人　日本盲導犬協会

	 　　　　常任理事　吉川 明
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神奈川地区

行きたい時に 行きたい場所へ
鈴木加奈子さん／須貝守男さん／碇谷純子さん／板嶌憲次郎さん／関東伸

雄さん／石井孝司さん／大沢郁恵さん／抱井康夫さん／岩下秀明さん／小

倉恵子さん／神﨑好喜さん／大堀紀子さん／早乙女松男さん／南野恵子さ

ん／三浦廣行さん／落合真智子さん／清水健男さん／今村法子さん

東京地区

二人六脚 風を感じて
望月敏彦さん／望月 操さん／丸山茂徳さん／三宅保子さん／柳 和男さん／井

上信雄さん／難波創太さん／荒川明宏さん／杉田啓之さん／小林保夫さん／

豊田悠子さん／大城喜和子さん／小沢尚子さん／森谷玲子さん

千葉・埼玉地区

いつもそこにいる安心感
櫻井ようこさん／前川花子さん／阿部貞信さん／廣崎順子さん／金子正次郎
さん／福井恵子さん／森 公子さん／土屋直樹さん／高橋静枝さん／斉藤雅子
さん／井出茂樹さん

東北・北海道地区

もうひとりのパートナー
原田宗雄さん／金山幸一さん／小川由香里さん／佐藤佳代子さん／上杉健一
さん／佐藤夏江さん／船迫ひかるさん／工藤侑弥さん／伊藤洋美さん／永沢 

淳さん／三上慎太郎さん／鈴木祐花さん／三瓶岩夫さん／藤山美枝子さん

北関東・甲信越地区

人と地域を結ぶ絆
赤塚セツさん／石川登志子さん／椎 カヨ子さん／田名部 功さん／加藤千恵

子さん／浅見 清さん／菊島 巧さん／小暮愛子さん／石津峰夫さん／小林波留

夫さん／大橋ちあきさん

東海・北陸地区

感謝と苦労 入りまじり
宮田 豊さん／宮田正子さん／押野まゆさん／宮本 武さん／安松和男さん／鎌

野朱実さん／庄司恵美子さん／山上隆幸さん／新家春美さん／坂田 清さん／

水口茂生さん／安達 実さん／前嶋信一郎さん／宮口 覚さん

西日本地区

新たな世界へのサポーター
林 東植さん／門川紳一郎さん／高橋信行さん／大津かほるさん／岩谷久美

子さん／山崎武吉さん／石田尚志さん／伊藤誠英さん／今岡秀子さん／三輪

利春さん／大石清美さん／中柴健一さん／中柴知子さん／田部博也さん／野

地土栄さん／加藤今日子さん／原田一二三さん／比奈幸三さん／清水和行さ

ん／道畑秀夫さん／道畑百代さん

用語説明／凡例／おことわり 

ユーザー &盲導犬DATA 

●白杖歩行
白い杖（つえ）と書いて、「はくじょう」と読

みます。視覚障害者が歩行する際は、杖の

先端が軽く地面を触れるように、杖先を左

右に人幅に振りながら進みます。これによっ

て障害物の有無や段差、溝などを探り、点

字ブロックなどを確認できます。また白杖を

持つことによって、周囲の人やドライバーに注

意を促すこともできます。つまり、「周囲の状

況や路面の変化などをキャッチするため」「安

全を確保するため」「視覚障害を周囲に知ら

せるため」という三つの役割が白杖にあります。
● 共同訓練

視覚障害者が自分のパートナーとなる盲導犬

と生活を一緒にして、歩くための訓練を共同

訓練といいます。約4週間の共同訓練では訓

練センターに宿泊しながら街の中で盲導犬と

歩く練習をしたりします。交通機関の利用の

仕方、排泄や給餌など犬の世話についても

学んでゆきます。 
●ワンツー 

視覚障害者が盲導犬に排泄を促すための声

かけのことです。子犬の頃から「ワンツー」

と言われて排泄している犬たちは、この言葉

によって排泄します。これができることによっ

て指示した場所でいつでも排泄させることが

できます。排泄と書いて、「はいせつ」と読み

ます。 
●タンデム

二人で1頭の盲導犬を使用して歩くことを「タ

ンデム歩行」といいます。二人で一緒に外出

する際は、一人が左手に盲導犬のハーネスを

持ち、その人の右腕や肩を持ってもう一人が

右側を歩きます。一人で外出できるよう、二

人とも盲導犬の歩行訓練を受けます。 
●グルーミング

盲導犬の体の日常的な手入れのことです。毛

のブラッシングや爪切り、耳掃除、歯磨き、

肛門腺絞りを行います。ユーザーは、盲導犬

の健康面や衛生面の管理をする義務があり、

日々のブラッシングによって、外出先などで

毛が落ちないようにしています。ユーザー自

身で行うことが難しい爪切りなどは、定期的

に動物病院などでケアしてもらいます。
●あはき業

あん摩マッサージ指圧、はり、きゅうのそれ

ぞれ頭文字を取って、「あはき業」といってい

ます。法律による国家資格が必要で、試験に

合格して資格取得した視覚障害者は治療院

を開いたり、企業内の「オフィスマッサージ」

に勤めたりしています。
● DE（Dog Education）

従来は服従関係の中で、人は優位に立つこ

とで犬を支配し服従を求めてきました。これ

に対し双方が学び合える関係の中において、

犬に対して「人と関わることは楽しい」という

動機をつくることから始め、作業へと転化し

ていくことを広義の意味で「犬の教育」＝ド

ッグ・エデュケーション（DE）と呼びます。そ

れぞれ個が持つ特性を伸ばすことに視点が

向けられます。狭義の意味では、「シット、ダ

ウン、カム」などの基本的な課目を使って犬

とのコミュニケーションを通し信頼関係を築

いていく、日々行う訓練のことをいいます。
● 左右持ち

日本盲導犬協会では、原則ハーネスは左手

で持って歩行します。ただし、車歩道の区別

がない道などで右手に持って歩くことで効率

よく安全に歩くことができる場所に限って、

右手にハーネスを持って歩く場合があります。

他の育成団体では、左右持ちでの盲導犬歩

行の訓練を行っている団体もあります。
● PW 

パピーウォーカーの略称です。盲導犬の性質

を持つ父犬、母犬から生まれた子犬を生後

２か月からおよそ1歳になるまでの10か月間

預かって育てるボランティアを指します。こ

の期間に人が大好きな犬になるよう、家族

で愛情たっぷりに育ててもらいます。
● ユニット

盲導犬とユーザーのペアのことを「ユニット」

と呼びます。日本盲導犬協会では、1頭の盲

導犬を二人で使用するタンデム歩行の場合は

「2ユニット」とカウントしています。
● ボンディング

盲導犬とユーザーの間で築き上げる「絆」の

ことです。日々の餌やり、排泄のケアから始

まり、犬がリラックスしている状態の時に体

をマッサージしたり、ブラッシングしたりする

ことも絆づくりに欠かせません。
● キャリアチェンジ犬

盲導犬になるための訓練をしたが、盲導犬に

向かないと判断された犬のことです。犬の性

格や健康面などを訓練士が評価して、盲導

犬の仕事がその犬にとって負担となる場合は

盲導犬にはしないで、家庭犬などとして一生

を過ごします。
● FU 

フォローアップの略語。盲導犬の認定後、ユ

ニットの歩行状態などを定期的に確認します。

また、問題、要望があれば、随時、歩行指

導員が解決に向け相談にのり、対応します。

①ユーザーの年齢は2017年10月1日現在で表記しています。
②盲導犬名は当協会の貸与したものに限って記載しています。ユーザーが原稿で書いている頭数と合致しない例があります。
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 ラブラドール・レトリーバー　  ゴールデン・レトリーバー　  LRとGRのミックス　 

 ジャーマン・シェパード・ドッグ　  エアデール・テリア

♂ オス　♀ メス

 神奈川訓練センター　  仙台訓練センター　  富士ハーネス　  島根あさひ訓練センター
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